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自伐林業グループ 　荒廃する森林の整備を目的に、平成２６年に設立
した地域団体です。メンバーの多くは、普段は林
業に従事していない農業者や会社員。週末を中心
に、木の伐採や薪づくりなどを行っています。　

▲土地の境界の確認作業

林業への関心を抱く

腕を磨いた３年間

先祖の想いとともに、戸山の森を元気に

▲間伐した木材の搬出▲間伐 ▲薪割機による薪づくり

　森林の現状を変えるため、少しずつでも自分にで
きることを増やしたいとの思いから、市の「半林半X
移住者支援事業」に応募し、令和２年７月から林業研
修に参加。支援期間の３年間で、合計3,500時間以上か

　今田さんは目の前に広がる戸山の山々を前に「昔の
人は、歩いて山頂まで植林した。森は人が入り、間伐な
どの手入れをしてこそ守ることができる。先祖の想い
は大切にしたい」と力が入ります。戸山学区町内会連
合会の衣

きぬがさ
笠会長は「戸山はかつて林業や製材業が盛

んだったが、近年は山に目を向ける人が少なくなった。
今田さんのような若者が山の手入れをする姿は、地域

「戸山の森守人」
　も  り  び  と

　区内で唯一の中山間地域、戸山地
区。「半林（自伐林業＊）半Ｘ（林業以
外のやりたい仕事）」という新しいライ
フスタイルに挑戦している人を紹介し
ます。
問農林課（☎831-4950、フ877-2299）

戸山戸山のの森森とと生生きるきる

対区内を拠点に
活動しているグ
ループ・団体（10
人以上）
内ステージでの
演技・演奏

対区内を拠点に活動し
ているグループ・団体
内駐車場でのバザー、
ゲームなどのテント出
展（体験型の企画可）

安佐南区民まつりに
出演・出展しませんか？

【①②の申】電話かファクスで、
住所、氏名、電話番号を、7月14
日㈮までに、区民まつり委員会
（地域起こし推進課内）へ（申込
書を送付します）。応募多数の
場合は選考
￥②は原則、出展料が必要
問☎831-4926、フ877-2299

　11月5日㈰に区民文化センターで開
催する予定の区民まつりでの出演・出
展者を募集します。区民のみんなでつ
くるお祭りにあなたも参加しませんか。

の人々の関心が高まるきっかけになると思う。応援し
ている」と期待を寄せています。
　また、自伐林業に加え、地域の草刈り、剪

せんてい
定などを請

け負っている今田さん。「信頼があってこそ、次の年も
お願いされる」と、依頼者を大切にし、丁寧な仕事を心
がけています。戸山学区社会福祉協議会の二

にた ん だ
反田会長

は「地域の高齢化が進み、自分では草刈りなどができ
ない人が増えている。地域の農地や景観を保全する作
業を引き受けてもらい、地域にとって大変ありがたい」
と話します。今田さんは、今できることを一つずつ積み
重ねて、地域の人たちの信頼を得ながら、森林の保全
や地域の活性化につながる活動が仕事として成り立
つように、チャレンジし続けています。

けて、間伐など森林整備の実習、薪
まき
づくりなどに取り

組みました。さらに自伐林業グループ「戸山の森
も り び と
守人」

の活動に参加し、戸山の森についても学びました。今
年６月に研修を終えた今田さんは「林業の技術が上
がった」と手応えを感じています。

①芸能広場 ②交流広場

　今田さんは平成２６年８月の広島豪雨災害で災害支
援にあたり、細々とした木が土砂と一緒に山から流
され、民家に押し寄せている状況を目の当たりにし
ました。この時、土砂災害に強い森をつくるために
は、密生した木々を間引く間伐を行うことで、根が
張った大きな木を育てることが重要であると知り
ました。

＊「自伐林業」とは、森林の管理を事業者に
委託せず、地域住民などが自ら行う自立・自
営型の小規模な林業です。

　移住者や地域外の協力者も仲間に加わり、活動
を通じた交流が地域コミュニティの活性化にも
つながっています。１１月には活動体験会を実施す
る予定です。

今田 新さん
いまだ　あらた


